
 

 

 

 

 

「使い方によって人間の能力を補助、拡張し、可能性を広げる有用な道具にもなり得るも

の、それが生成 A I である。」と、文部科学省は「初等中等教育段階における生成 A I の利活

用に関するガイドライン」（Ver.2.0）において記しています。 

先日、プレゼンテーション用のスライド作成のために生成 A I を活用しました。わずかな時

間で、効果的なイラストを多用したドラマティックなプレゼンテーションが出来上がりまし

た。最初は素晴らしいプレゼンテーションだと思っていたのですが、よくよく見直すと、こ

ちらが意図しなかった言い回しや理論が紛れていることに気付きました。このスライドを一

から作成するとなると、かなりの時間が必要となります。イラストがなかなか見つからなか

ったり、レイアウトがいまひとつだったり、有効なプレゼンテーション作成には高いスキル

が必要です。しかし、ほんのわずかな時間で生成 A I はそれと同等のものを作り上げます。ま

さに、人間の能力を補助、拡張してくれるものと言えます。しかし、こちらの本当に伝えた

いことは、生成 A I にはうまく伝わっていませんでした。こちらのプロンプト（命令）が不十

分だったのかもしれません。このプレゼンテーションで伝えたい意図をもっているのは、人

間である私です。これからますます情報化社会が進展し、より高度で便利な情報化社会にな

っていくことが考えられますが、情報化社会に呑まれることなくその危険性についても理解

しながら活用をしていきたいと実感しました。 

生成 A I を有効に活用するためのいくつかのキーワードを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

また、学校による児童への一人一台端末の配備、スマートフォンや S N S の急速な普及に伴

い、情報モラルに係る問題が複雑化しています。学校でも毎年、情報モラルに関する学習を

実施しています。５年生には、外部講師を招いた講習会を実施しています。練馬区として次

年度からは、これを全学年で実施することになりました。区としても情報モラルの育成に力

を入れていきます。 

児童が持っているタブレットは、練馬区からの貸与品です。学習のためのタブレットです。

情報モラルによる問題が発生するのは、タブレットや情報機器が悪いのではなく、使用する

側の問題です。モラルを守り効果的に使用し人間の可能性を広げることができるよう、学校

とご家庭で連携して情報モラルの育成を図ってまいります。 

練 馬 区 立 立 野 小 学 校 

令和８年  ２ 月 号 
https://www.nerima-tky.ed.jp/tateno-e/ 

 

情報化社会の中で 
   副校長  木村 順子 

個人情報……………生成 A I ツールに入力すると、情報が外部のサーバーに送信され、意図せず漏洩する 

         危険性がある。個人情報は入力しない。 

透明性と説明責任…透明性とは「どのように使ったかを明らかにすること」説明責任とは「その使い方を 

         他者に説明できる状態にすること」である。トラブル回避のためには必須である。 

ファクトチェック……情報が事実かを確認することが重要である。生成 A I は正確さを重視しているわけでは              

         ない。生成 A I の答えはあくまで仮の答えであり、最後は人間が判断しなければいけない。 

 



 

日 曜 時程 朝 2月行事予定 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 日 連合書きぞめ展終

2 月 Ｂ 全 委員会活動⑩ 4 5 5 5 6 6

3 火 A 学 5 5 6 6 6 6

4 水 Ｂ M 4 4 4 4 4 4

5 木 A M 5 5 5 6 6 6

6 金 A 学 落語教室（４）１～４校時　校外下校指導 5 5 6 6 6 6

7 土

8 日 衆議院議員選挙

9 月 B 全 クラブ活動⑩　クラブ見学（３） 4 5 6 6 6 6

10 火 A 学 巡回相談 5 5 6 6 6 6

11 水 建国記念の日

12 木 A 集 たてわり昼休み（３・５） 5 5 5 6 6 6

13 金 A 学 ブックトーク（４）２～４校時　なわとび月間終 5 5 6 6 6 6

14 土 C 土曜公開日　道徳授業地区公開講座 4 4 4 4 4 4

15 日

16 月 B 全 避難訓練⑩　クラブ活動⑪ 4 5 5 6 6 6

17 火 A 学 新１年生保護者会 ユニセフ募金 4 4 6 6 6 6

18 水 C 特別時程４時間授業（区の研究会のため） 4 4 4 4 4 4

19 木 A M たてわり昼休み（２・４）　卒業イベント（６）５～６校時 5 5 5 6 6 6

20 金 A 学 社会科見学（５）　たてわり昼休み(１・６) 5 5 6 6 6 6

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 A 読 わくわくブックス（高）　保育園・幼稚園交流（１）２校時 5 5 6 6 6 6

25 水 B M 4 4 4 4 4 4

26 木 A M 社会科見学（４） 5 5 5 6 6 6

27 金 A 読 わくわくブックス（低）　保育園・幼稚園交流（１）３校時 5 5 6 6 6 6

28 土

日 曜 時程 朝 3月行事予定 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

2 月 B 全 委員会⑪ 4 5 5 5 6 6

3 火 A 学 校外下校指導 5 5 6 6 6 6

4 水 B M 4時間授業  保護者会(3・4) 4 4 4 4 4 4

5 木 B M 4時間授業 4 4 4 4 4 4

6 金 Ｂ 学 ４時間授業　保護者会（５・６）　馬頭琴（２）１～２校時 4 4 4 4 4 4

★A…普通時程（４時間⇒13：40頃下校・５時間⇒14：35頃下校・６時間⇒15：25頃下校）
★B…そうじなし時程（４時間⇒13：15頃下校・５時間⇒14：15頃下校・６時間⇒15：15頃下校）
★C…特別時程（水、土曜日⇒12：10頃下校・４時間給食あり⇒12：50頃下校・５時間給食あり⇒14：15頃下校）
☆M…モジュール学習　　遊…朝遊びの時間　　全…全校朝会　　集…集会　　学…学級活動の時間


